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みやぎＮＰＯ夢ファンド（Ｃ）スタートアップ支援プログラム 

平成２１年度助成事業 最終報告書 

 

  平成２１年  ４ 月 ３０  日 

団体名 World Open Heart   

事業名 犯罪加害者家族の支援事業   

助成金を使って行った事業について、ご記入ください。 

（事業の様子の写真や、関連資料などありましたら、あわせてお送りください） 

 

１．犯罪加害者家族支援のための勉強会 

  

（１）「ノルウェーから学ぶ共生社会の実現」 

 ①日時：2010 年 2 月 20 日（日） 

 ②会場：仙台国際センター 

 ③参加費：1000 円（会員無料） 

 ④参加者 1５名 

 ⑤内容 

囚人への寛容化政策により、再犯率が驚くほど低いノルウェー。同時多発テロ以降、

アメリカをはじめ、世界的に厳罰化が叫ばれているが、厳罰化は本当に犯罪の抑止にな

るのか。世界が注目するノルウェーの犯罪学者二ルス・クリスティと映画監督森達也と

の対談の映像を教材として、日本が行うべき刑事政策・社会政策について議論を行う。 

 ⑥議論の内容 

・ 仙台国際センターでの開催ということで、外国人が 2名参加していた。外国人の

参加者は、日本はとても治安がいい国なのに、なぜ厳罰化の声が上がるのか疑問

だということ。 

・ 厳罰化議論の前に死刑について議論すべき。 

・ 石巻の市民が参加していて、石巻で起きた事件以降、犯罪について考えるように

なったという。 

・ メディアの扇情的な報道の仕方に問題がある。凶悪犯罪は減っているのに安全な

実感が湧かない。 

・ 厳罰化に反対する人々も「自分が被害者や遺族になったらどう考えるかわからな

い」と言っているが、それではいつまで経っても世の中は変えられない。「たと

え自分が被害者になっても・・・」というところまでもっていかないと説得力が

ない。 

・ 「非行と向き合う親たちの会」が協力団体として参加していて、実際、子どもの

問題で悩んでいる親からの意見を聞くことができた。家族が問題を起こしたこと

によって世間からの厳しい視線にとても怯えている。この恐怖は犯罪の抑止力に

はならない。 

 

⑦全体の感想 

 外国籍市民、マスコミ、非行に悩む親、教師などさまざまな人が集まり、濃厚な

議論ができてとても貴重な経験だった。 
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 （２）「受刑者家族支援の歴史」 

  ①日時：2010 年 3月 28 日（日） 

  ②会場：仙台国際センター 

  ③参加費：1000 円（参加費無料） 

  ④参加者 8名 

  ⑤内容 

   報告：阿部恭子 

   海外で行われている受刑者家族支援の歴史と方法を紹介。日本で始まったばかり

の加害者家族支援方法、課題について報告。報告を踏まえて参加者でディスカッシ

ョン。 

  ⑥議論の内容 

   日本における支援はどうあるべきか。 

  ⑦感想 

   県外からの参加者 2 名。保護司の方の参加もあって、さまざまな立場から議論が

交わされた。 

今回の事業によって、団体の活動や地域社会にどのような成果・効果がありましたか。 

 

 地方紙でのイベント案内、各施設へのチラシの配布、HP 上での広報活動により、度々

メディアに取り上げられることによって、「犯罪加害者の家族」という存在がいて支援が

必要であるという問題提起を行うことができた。 

 2010 年 4 月 7 日に放送された NHK クローズアップ現代「犯罪加害者家族の告白」は１

２．８％の視聴率を記録し、反応についても大方好意的な内容が多かった。団体にも批

判が来ることはなく、むしろ、「頑張って欲しい」「活動を続けて欲しい」という声が寄

せられた。 

 全国的に取り上げられることになると、相談が殺到し、団体の許容範囲を超えてしま

うのではないかという心配もあったが、それほどでもなかった。 

 

 
助成金の使途内訳（具体的に記入してください） 

収入の部    

項目 予算（円） 決算（円） 備考 

みやぎＮＰＯ夢ファンド助成金 200,000円 200,000円  

会費 100,000円 120,000円  

事業収入 0円 50,000円  

寄付  5738円  

合計 300,000円 375,738円  

 
支出の部    

項目 予算（円） 決算（円） 備考 

会場費 20,000円 13,600円 
わかちあい、個別

相談、勉強会 

広報費 100,000円 68,000円 
ポスター60,000円 

名刺200枚8000円 

通信費 80,000円 150,238円 147,838円  携帯
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電話 FAX2,400円 

講師への謝金 0円 30,000円 
まなびの種ネット

ワーク 

飲食品代 0円    12,000円   

研修費 80,000円 101,900円 

国際被害者学会、

非行と向き合う全

国集会、東京での

関係者ミーティン

グ 

合計 300,000円 375,738円  

 

 

   

 

寄付をいただいた方へのメッセージをどうぞ 

 みやぎ夢ファンドの助成をいただくことによって、救われた命と尊厳があります。 

この一年間で築いたものを大切に、これからも一歩一歩慎重に支援活動を続け、この活

動を日本に根付かせたいと思います。 

 本当にどうもありがとうございました。 

 これからもワールドオープンハートをどうぞよろしくお願い致します。  


